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「沼」「チ— コ 」…1 

-つげさんの「復刻版」はお陰 

様で好評を頂いております。どうも 
ありがとうございました。 

つげ増刷もしたそうで、それは 良 
かったですね。 

-やはり作品自体の完成度が I 

番でしようが、連吊の単行本などに 
比べて大きい画面で読めますし、息 
吹というか、衝撃が維誌の復刻とい 
う形伝わりやすかったのではと 
思うのですが、つげさん自身は こう 
いう大きい形はど/っ思われます か。 
つげいや自分はね、 あまり本の大 
きさにはこだわりはないんです。 

-極端な話、 よく 文 サィズ 

は絵が死んで しまう から、 という 里 
由から嫌う0の方もおられ ますよ 
ね。 

つげそういう_の人もいますけ 
ど、自分の場合は作品を描いて しま 
ったらその後の事に関しては 全くこ 
だわりはないんですよ。ただ読み手 
の方にはあるかも知れませんね。 

-そうですよね、0の側から 

すれば原稿が雑誌に掲載される時* 
である程度縮小されてる訳ですから。 

…今日は、その復刻版をより一！^ 
くの方に手にして 頂こうという事で 


••作風の劇的転換に ついて 

g 陰 (笑)、復刻版に収録されている作品に 
ついてと、作品を描かれた当時の事 
などもお話を聞かせて頂けれず、と 
は良 思います。昨年ィンタビ r させて 
頂いた時にはお忘れになつた、とい 
力一 う事でしたが、「ガロ」の初登場は「噂 
どに の武士」(昭四 9 八)です。それか 
•肩 ら「西瓜酒」「運命」「不甲誠な 絵」と 
とし 続く四作は時代もので、これは貸本 
はと 時代からの延長上と考えていいんで 
こう すか。 

つげええ、そうです。 ス ト—リィ 
優先の貸本^ @ととしては変わ 
つていません。 

で、「沼」ですね。この突然の 
ノ理 作風の変化の理由という ものは： 〇 
フょ つげいや理由と い、 っか：•忘れてし 
まつたんですが(笑)、特にこう だか 
'け ら、とい、っ事は無いんですよ 。 f 
_ま (慎三)さんにもね、よく聞かれたん 
.こ ですが、「なぜあの『沼』を描いたの 
手 か」不甲_らしいんですけれども、 

そう言われても… 自分では a 。 

ら -四作の時代ものに続いて、次 

点の号で この「沼」が来ている。これ 
はつげ研究家、フアン もやはりお 聞 
多きしたいところだと 思 うんです V 。 

つげいや「沼」も畜 としての違 


いはないですよ。画期的な4^を発 
見したわけでもないし、絵もコマの 
運びなどもどこも^^さはない し、 
ただ従来の^}一ではだれも描かなか 
った世界に目を向けた点で異色だっ 
たのではないですか。長年スト—リ 
ィ1の漫画をやってきて、それが 
どうも自分に合っていないような感 
じで苦しんでいたもんで、_己表現 
という言い方はどうもふさわしくな 
いんですけど、そういうのが モヤモ 
ヤあった気はしますね。描き上 f た 
ときは ヤッ タというような、なんか 
脱皮したえはありましたけどね。 
でもどうしてこうい、っ作品がいきな 
り出てきたのか自分でも不甲^!です 
ね。 

-「チ—コ 」 と「おばけ 煙突」 

の間にはどれくらいの期間が あるん 
ですか。 

つげ随分ありますね、…昭和 三三 
年だから、「チ—コ」が四一年でし 
よ、この間とい、っのが審にきつか 
ったですね。実1活の面でもどう 
にもならない状態だったし。だから 
「沼」を描いたというのも、そんなに 
自覚的に描いたのじゃなくて、自分 
のもの書きとしての資質みたいなも 
のが私小説的な資質だったのかも55 
れない。で、娱楽物やってる時は自 
分の^！ If に合わない事をやってたか 
ら苦しかった訳で。文学の方でも私 
力ら エン タ—テイメントか，^々 
あるけれども、やはり各々の§に 
よるんだと思いますね。 

-«刖伺つたんですが、 「おずナ 

煙突」で自分の^^に目覚めて しま 
って、それを知ったが故に苦しみ出 
すという . そのあと「チーコ| 
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ね(笑)。 

-貸本時代には古八 rM 西の推理 

小説を読破していた、というような 
事を聞いたのですが。 

つげそれは誰かがそういう事を言 
ったんですね(笑)。推理小説という 
のはよ く：？ 5 % んだんですが、それはい 
いネタがないかな、という感じでね。 
文学というのはおよそ知らないで、 
「小説」というのは推理小説みたいな 
のだ、とばかり思っていた。例えて 
言えば永山則夫が刑務所で猛勉強を 
すると、だんだん変わっていって知 
的な感じになって来ましたでしよ、 

僕も振り返ると彼と似たような境遇 
で、学校にも行かず、無知まる出し 
でしたね。 

-ではつげさんにとって猛烈に 

勉強した時期というのは…… 

つげ猛烈という訳じやないですけ 
ど、調布に来てからですね。「八幡」 
というラーメン屋の二階にいた頃の。 
——昭和四二年頃ですか。 

つげ「初茸がり」の後ですか、… 
誰に影響されてというのではなく、 
読書欲というのが猛烈に出てきて。 

-それでは何か私生活の面で、 

とか。……「ばく」に描かれていた、 
女の人と同棲していて女の人が結局 
$ちになびいてしま、っ、あの「別 
離」とい、っ作品ありますよね。そう 
いう話が、例えば「チ—コ」を描く 
以前に私生活上の変化というのがあ 
ったんでしようか。 

つげそりやまあ変化というのはあ 
りましたけど、ただ創作に直：^が 
るという事は無かったですね。やは 
り自分は女と付き合うのが下手なの 
か(笑)、二年くらい同棲してて毎日 
のように喧華ばかりで、気持ちにも 


何も余裕が無い状態でね、何か酷い 
時期でしたね。 

—— 「 i 」 の話は、何時頃の話 
なんですか。 

つげ「おばけ煙突」の少し後くら 
いにな^のかな。 

——随分若い頃ですね……〇 
つげそうですね。まだ二十二、三 
くらいかと 思うんですけど。「チー コ」 

はその頃を回想して描いたんですけ 
ど、「チ jn 」 を描いてる時に「私小 
説」 というものがある、なんて知ら 
なかった。でも WS に近いような形 
で描いてみたかった。 

——「チー コ」 と 「 MJ は同じ 
題材なんですか。 

つげそうです。あの二作の女は同 
じなんです。 

-へええ . •。二十年！をまた 

いで出来ている訳ですね……〇 
つげそうです(笑)。女性の方は実 
在の人物だから、あまり描きたくな 
い題材なんだけれども、もし意識的 
に描こうとすれば連作で描けるくら 

いの材料はありましたね。 . 変化 

に^一んだ生活してましたからね、漫 
画の材料にはなるんです。ただあん 
まり それをやると、今はどこに住ん 
でるのか、土 ni |5 不通になってしまっ 
て判らないんですけど、そういうの 
描いちやいけないな、と抑えたりし 
てるんですけどね。 

-じやあその女性というか、生 

活がつげさんに与えた影響というの 
は^*あるんでしようね。 

つげ自分ではただ苦しかったから、 
いい思い出というのは無いんですけ 
れど……何かしらプラスになってい 
るんでしようね。 

-「隣の女」に出てくる女性と 
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に流れていく…しつこいょうですが、 
そういった事がきっかけになったと 
いうか、影響を受けられた、例えば 
小説であるとか誰か個人であるとか 
いうのはあったんでしょうか。 

つげいや、全くなかったですね。 

当 i 書なんてろくにした事も無か 
ったし、映画なんかもろくに観なか 
ったから、何もなかったですね。 
—「沼」なんかは例えば泉鏡花 
の幻想世界といったものと並び賞さ 
れるのではないかと……〇 
つげ鏡花なんて読んだ事もなかっ 
たし知らなかったしね。二十二、三 
の頃に一番影 f けたのは太宰治で 
すか。でもそれから直接「沼」、「チー 
コ」 に、という事にはならないです 
ね。太宰は友人に教えられて、四、 

五冊一気に読んで、すごい感動をし 
たんですけど、後はぶっつりと切れ 
ちやってるんです。太宰の事なんか 
スッカリ 忘れちやってね(笑)。だか 
らこの二作に関しては外部からの影 
響というのは無かったと思うんです。 


「チ—コ」 と「別離」…二十年を越えた女性 
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—子供の頃、何か本は読まれて 
ました。 

つげ読まなかったですね 8 〇振り返 
ってみると^^に無学無知の人間だ 
ったと思えますね。環境にしてから 
がそぅだったから。ずっと工場の労 
働 者でやってきて、^@描き出して 
から家を飛び出して錦糸町に1倌し 
て、 I 栢の中の環境なんかもいわゆ 
る知的な人との出会いなんて無いん 
で、環境からも外部の影響なんてな 
弘つ h こし。可も择 らない人間でした 














この「八幡」の上のアバ—卜から水木先生宅へ通った…懐かしが るつげ先生 
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いうのは：：：〇 

つげ……ああいうところは話しち 
やうと：^もつまらないだろうから 
(§ 、 jsWK とフィクシヨンと M 又じり 
<{口わせてるんですけどね。 

- in # とかいつたものより、と 

にかく関わりを持つた女性とか、自 
分の 体験、 生活の影響が大きかった、 
とい、っ事ですか。 

つげそうですね。というのも大変 
変化に富んだ生活をしてましたから、 
何でもドラマになつて しまうという 
感じですね。で、 錦 糸町に I 栢 して 
いたのがまるまる九年くらいで、そ 
こでの生活というのが面白くて、こ 
れから描こうとすれば題材はいくら 
でもありますね。どこかに文§い 
たかも知れませんが。 

——つげさんの漫画が「不条理」 
とか言われてますけれども、女性関 
係みたいなものから汲み取ってる事 
は出来るのでしょうか。 

つげうん……女性はどうなの 
かな。大体うまくいかないですね僕 
は(笑)。何でだろうね(笑)。 

——つげさんの 「 s 旅行記」が 
あれだけ好評だというのはやはり作 
品の中につげさんの一番大事な何か 
が現れてるからじやないか、と思う 
んですね。最初の蒸発で色々、こう 
…ストリップ小屋の、ありますでし 
ょう。で、つげさんの事を考える時 
にやはり「女性」というのは一番外 
してはいけないもののような気がす 
るんです。「ねじ式」の人科医し 
かり……。 

つげう一ん 、何 か自分で意識しな 
いで、女性というものが自分の方に 
影響及ぼしてるのかも知れない。け 


ど、 意識としては、そんなに女性に 
メロメロに溺れてしまう方ではない 
し。わりと冷淡なところがあるつも 
りなんですよ(笑)。 

-興味があるのは、つげさん自 

身が女性をどのように昇華され 
て作^一にしていつたか、というとこ 
ろなんですよね。「チ— コ」 では、そ 
の辺の溜っていたものが水木さんの 
アシスタントしながら一時に発散さ 
れていつた、という感じがするんで 
す。 それが引金になって一連の作品 
に繫がっていったような気がするん 
ですね。 

つげその辺はよく解らないですが、 
_さんのところにいた頃は女性関 
係よりも旅の方へ、そっちの方ばっ 
かり夢中になつちやつて。 

-旅ものの作品で、主人公が旅 

先で出会った少女、女性にほのかな 
気持ちを寄せる、というような事が 
感じられる描写がよく出てきますね。 
「紅い花」、「海辺の叙景」、「長八の 
宿」、「オンドル小屋」にしても可愛い 
女性、清楚な4^#一が出てきますけれ 
ども、主人公は何するでなく、どう 
こうというのは無いんですよね。こ 
れは旅人の思い描く妄想ではないか 
と。 

つげあの、当時は_分も若かった 
から、女性というものが「謎」なん 
ですね。そういう謎めいた感じで見 
ている。どこかに不気味な本性を秘 
めているような、その本性は何を目 
的にしているのか、そんな疑問を持 
つていましたね。 

-「ねじ式」はそれが端的に現 

れている作品なんでしようか。 

つげそれは自分では解りませんね 


(笑)。そういう理屈とか一切無しで描 
いてるから、何とも答えようがない 
ですね。理屈があって描いてる場合 
にはきちんと言えるんですけど。女 
性に関しては、こう、言い様が無い 
ですね。 

-じゃあ、「沼」から始まる作品 

には理屈云々というのでは無い、と。 
つげそうですね。 

-キクチサヨコや「沼」の少女、 

…作品の中の、あのオカッパの少女 
たちというのは女性の持っている謎 
みたいなものを具現化した存在なん 
ですね。 

つげええ。女性とはこうである、 
とか解剖はしていない訳でね、ただ 
謎のまま提示している感じですね。 
…もうこの辺は、今回の復刻版の中 
で唐十郎さんが書いてますよね。も 

うあの通り、という感じです。 . 

訳解らないですよ。女性の「血」に 
ついて書かれてますでしよ、そうい 
う事なのかも知れない。ただそうい 
う「理屈」で描いてない事は確かで 
す。 

-当時の文章とい、っ話が出まし 

たけども、当時のつげさんは、それ 
に対して振り返つていただくとどう 
い、っ考えでいらしたんでしようか。 
つげ単純に色々な方が評価してく 
れるようになったから、嬉しかった 
というだけで、特にどうという事は 
無かったなあ……0 

-色々、かなり突込んだ、例え 

ば「沼」のラストシーンはこうであ 
るとか、様々な説が出てるんですけ 
れど、個々の具体的な説については 
どうでしたか。 

つげやはり何も思わなかったです 













♦評論家の故.石子順造氏によるつげ義春論》 

まだまだ「漫画評論」というジャンルは確立してはいなかつた。 
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ね。こういう見方してるのかな、と 
いうだけで。 

—しかし「沼」、「チー コ」 と続く 
この時期の作品の劇的な変化という 
ものは凄いですよね。で、こういう 
一連の「初茸がり」まで、この三作 
を発表されて、 Ms さんにも伺った 
んですが、全く評価されなかった 


つげええ、全く。 

-それはど、っ思われてました。 

つげ_分ではね、自分の描きたい 
ものを描いた訳ですから、それに対 
して評価されないといぅ事でやはり 
落胆したところはありますよね。 
——で、一年間$プロに行かれ 
た。 

つげそうです。それは、今言った 
ような事もありますけど、とにかく 


的に(赛、「ガロ」の原稿料では 
生活できなかった、という事で…。 

-調べてみると、「ガロ」でも最 

初に；？ i から反響が載ったのが昭和 
四三年の二月号ですから、「沼」以降 
の三作を発表されてから丸一一年おい 
て、しかもそれも「紅い花」につい 
てが二つ、もう一つは「山椒魚」な 
んです。ですから、実際につげさん 
の作風が変わった「沼」「チーコ」な 
どの発表当時は… 

つげ全く相手にされませんでした 
ね(笑)。 

-でも、当時の知識人と言われ 

る方々には「沼」の与えたショック 
は大きかったんですょね。 

つげうん、漫画の世界以外の人達 
からですね。 

-高野さんを始め、石子順造さ 


ん、山根さん、梶井純さんなと 
もやはり「沼」から「チ—コ」「初茸 
がり」を見て「これは凄い」、と。 
つげ石子さんたちは早くから自分 
の事を支持してくれましたからね。 
やはりそれは嬉しい事でしたよ。で 
も漫画の世界なんて、生活のために 
職人的に描いているだけですから、 
いきなり外部から芸術のように評価 
されても ピンとこない感じはありま 
したね。それと当時の自分の知的レ 
ベルから言ってもね、難しい評論が 
ぼこぼこ出てくると、理解できるも 
のもあれば、理解できないものも事 
実あったんですよ。できないものに 
対しては嬉しいとも何とも思わない 
(笑)。正直そうでしたね。当時漫画 
だけでなく、僕自身まで含めてうま 
く解説してくれたな、と思うのは、 


凄さにたまたま目が止まっちやて、 
買って読んで、それからもうぐ一っ 
と引き付けられた。 

—「ねじ式」はさんの小説 
を読んで触発されたという事は… 

つげ無いです。というのは、当時 
読んでたのは*^さんのいわゆる家 
庭小説というか、* S ? さんの夢の作 
品があると知ったのは、作品集をま 
とめて買って、初めて知ったんで、 
それまでは S の内部のああい、っ小 
K はかりだと思ってたんですよ。 

-つげさんの研究をなさってる 

方って多くいらっしやって、個々の 
作品について日本の文学との比較検 
討というのをひとつの研究に取 
り入れて、解説をしているものが多々 
あると思うんですけど。つげさんご 
自身にしてみれば全く_ない、と 

つげガロ以後から文学の影響を受 
けるようになったですね。 

-この頃から民俗学への興味と 

いうのはありましたか。 

つげぼちぼちありましたけど、漫 
画より旅の方からの関心ですね。旅 
の興味の持ち方がポロ宿とか貧しい 
風物や暮らしに向いていたので、践 
民や異界とかに惹かれるようになっ 
たんです。 

-「_の犬」なんかにも合掌岭 

で成仏した坊さんが出てきますよね。 
民俗学ではよくそういった伝承が引 
っ張り出されてきますが、時期的に 
は「時の犬」あたりからなんでしよ 
うか0 

つげだいたい調布に来てから始ま 
ったんで、それも、そういう事を話 
す友人もいませんから、全部一人で 
自然にとい、つ惑じなんですけどもね。 


詩人の鈴さんですねその 
後も何度か書いてくれて、八 ri 5% んで 
もやっぱり志^^さんが一番だった 
な、とい、っ気がするんですね。僕自 
身の内面までもよく探り出して。自 
分で もやもやと 解らないで理論化出 
来なかったものを鈴木さんが代わり 
に上手に理論化してくれた、という 
ような感じです。 

-こういつた作品を描き連ねて 

1灯かれながら、内心はもやもやした 
状態で筆の進むままに作品を生み出 
して行った、というような状況だっ 
たんでしようか。 

つげそうですね。…さっき言い忘 
れましたけど、調布に来てから文学 
が好きになった、と言いましたが、 
井伏鱒二が一番好きでしたね。それ 
は旅に関する好みというのもあった 
んですけども。 

-すると「山椒魚」なんかは…。 

つげ僕が描いた「山椒魚」と井伏 
縛二が書いた「山椒魚」とは全く関 
1いんです。ただ題名が同じなだ 
けで。文学の世界では井伏轉二を読 
み出して、ああ文学とい、っのが推理 
小説の世界とは違うものとしてある、 
と。それ以前の文学としては太宰治 
に一時惹かれていたんだけれども、 
太宰治が純文学なのか大衆小説なの 
かそんな事も全然知らない訳で、た 
だ良かったからちよっと読んだとい 
うだけですね。でも井伏を読む時は 
純文学の世界があるという事を解っ 
てきてたんですけどね。その後全く 
偶然の寧ですけど、*?敏雄さんの 
小説を読むんです。これは誰から聞 
いたんでなく、何の知識も無く本屋 
さんの棚でパラパラとめくつていて 
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現実を突き抜ける…「スト—リイ論」 

-やはり我々には、くどいよう 

なんですが「沼」がいきなり出てき 
'麵. ••' 7 .\\ た、とい、つのは不甲誠な気がするん 
... ,":•:!. です。作品そのものには f ないん 
: LU 4 .' t ...: \:1 r ... J ですが、以前伺つた事だと「沼」の 
^ 舞ムロは大多喜の辺りで、白土三平さ 
} '/// んと遊びに行かれた時の瀞の光景に 
よるイメ—ジなんだ、という事でし 
パ^^ たが。 

•, l つげ「沼」の事はうまく言えないんで 
すけれども、長年ストーリー作りに苦 
しんできて、そのストーリイ作りが絡 
んでいるように思えるんですね。ス 
卜—リイ作りそのものの問題から「沼」 
が生まれたような気がするんですね。 
ストーリイというのは、いわば一つ 
の現実ですよね。われわれがこうし 
て社会生活を営んでいる現実の反映 
がストーリイだと思うんですね。け 
れどこの現実というのは実は幻想で、 
確固たる真実というものはなく、と 
深大寺境内にて りあえずのル—ルを設けているだけ 




の、つまり i の疑似現実、まやか 
しですよね。そのまやかしが僕には 
しっくりこない、信じられないんで 
すけど、じゃあ何処かに疑似でない 
本物の現実があるのかというと、も 
ちろん無い。この疑似が実はそのま 
ま本物なんですけど、それを理屈で 
なく実感として認識できない僕は息 
苦しくて生きにくい。なんとか解放 
されたいと思うわけ。それで疑似で 
ない本物の世界を漫画で創りたいと、 
ストーリィを破綻なく*^していく 
ことの中に、疑似を突き抜けるとい 
うか….：。なんかそんな事にこだわ 
っていた気がしますね。そこから生 
まれたのが「夢の散歩」なんですけ 
れど「沼」もどうもそういうことが 
絡んでいるような気がして……それ 
とも_ないのかなァ(笑)。 

——貸本漫画時代から縛られてい 
た、娯楽漫画のルールといったもの 
から抜け出そうとして、独自の創作 
がなされたんですね。これは今の漫 
画社会みたいなものから見ると解り 
にくいんですが、その^時とい、つ事 


を考えると大変な冒険でもあり、一 
部の識者が言ったように、漫画を芸 
術まで高めた、と言い切れるのでは 
ないかと思うんですが。 

つげそれは外部の人が言う事なん 
ですけど、確かに「沼」以前という 
のはやはり違いますね。「沼」以 f 
激に変わった、というのじやないで 
すけども、「沼」みたいな？！！®という 
のは考えられない時代でもあったか 
ら、とんでもない漫画だったのでし 
ようね。それで実際にストーリィを 
作る場合のことですけど、ストーリ 
ィを一つの現実と考えると、登場人 
物その他すべてを作者の思い通りに 
は動かせないものですよね。都合の 
よいように動かしてしまうとリアリ 
ティのない嘘になってしまうわけで 
……でも何と比べての嘘なのか。実 
際の現実と比べてというんなら、そ 
の現実も疑似であるわけで……。そ 
の疑似の道理や常識が窮屈でならな 
い。それに縛られたスト—リイ作り 
が面白くない、壊したくなるんです 
ね。だけど常識を逸脱するような襲 


し方をしたら出鱈目の作品になつて 
しまうわけで、そうならないギリギ 
リの限界でどうにかリアリティを持 
たせてうまくいつたと思えるのが「夢 
の P 」 なんですけどね。夢は荒唐 
無稽でありながら、どこかに真実味 
があって、かえってリアリティがあ 
りますね。それで「夢日記」を付け 
たりしていたわけですけど。 

-夢をそのまま描けば不条理だ、 

という単純な図式で作品を作つたり 
語ったりする人もいますが、それで 
は_にただの出鱈目になつて しま 
いますからね。 

つげその辺は夢の漫画描くという 
のは大変なんですよ。_分も途中で 
描くのをやめてしまつて。単に技術 
としてストーリーがどうのこうのと 
いうのじやないんですよね。スト— 
リ—そのものは現実と密接に絡んで 
いるものなんですよね。その方のス 
卜—リ—造りは随分やってきたつも 
りでね、でも行き詰まっちやった感 
じでなんとか打ち破りたい、という 
ね…。 

PZ5I へつづく 
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-「ねじ式」を描いた時は打ち 

波れた、とい、っ感じはありましたか。 
つげ無かったです ね。 むしろ描い 
てしまってから、とんでもない事し 
ちやったなあ(笑)、という気持ちの 

方が強くてね . 〇 

-それがあれだけのォマージコ 

を描かせた衝撃になった訳ですし、 
各方面に多大な影響を与えた訳です 
ね…。その頃は！ eg ； 堂に高野(慎三) 
さんという強力な理解者がいて。 
つげそうですね。当時 Ws さんは 
編集長格だったし、一番理解してく 
れる人だったからやりやすかったで 
すね。 

-「沼」、「チーコ」を描いた頃は 

まだ古 P さんは#^堂に入社されて 
なかった訳ですよね、この頃「何を 
描いてもいいから」と言われた、と 
先程伺ったのは誰から言われた訳で 


すか。 

つ If そうですね…長井さんという 
か白土さんというか、どつちともつ 
かないですね。まあ自由な作品を、 
という雰囲気があったんですね。 

-古爵さんに昨年の葉号(七 

nr ^>) でお話を伺った時に、ガロで 
「沼」「チーコ」を読んで矢も盾も堪ら 
なくなって勤めも辞めて*^堂に入 
ればつげさんに会える、と入社した 
とい、っ話がありますね。 

つげその頃ぼちぼち古@さん、石 
子さんが「漫画、 m #」 というのを作 
ってね、応援というか、 Js 零のよう 
に僕の事を書いてくれたりして、そ 
れには随分励まされましたね。それ 
以前は「沼」なんて描いちやったり 
して(笑)、漫画界からは良く見られ 
なかつたりしましたから。唯一支持 
してくれる人達が現れたわけですね。 

水木先生のかつての 仕事場 (現在は自宅)にて 



-ですが、やはり「ガ ロ」 に発 

表した当時は「わけがわからない」 

とか言われて、さっきのお話のよう 
に^^プロへ「出稼ぎ」に行かれた、 
と。 

つげそうですね。でも水木さんも 
業の作品は解らなかったみたい 
(笑)。 

—じやあ作風に関しては水木さ 
んの影響というものは無かった…。 

話逸れますがちなみに、その当時つ 
げさんが手伝われていた水木さんの 
作品というのはやはり鬼太郎が中心 
ですか。 

つ* ナ そうですね。あと、タィトル 
は亡心れてしまったんですけれども、 
講談社から出た戦記もの…はやりま 
したね。 

—その辺の作品を注意して見れ 
ばつげさんの筆跡が伺える訳ですね 
(笑)。で、つげさんの口からは直接お 
っしゃりづらいかも知れませんが、 
漫画界からの反発という事ですが、 
具体的にどんな事があったんですか。 
{ V ナあちこちで嗜聞きましたしね、 
直接「わけがわからない」、「なんなん 
だ」 ってね。当時の^ W 漫画維誌 
なんかからもね。 

-つげさん自身は手塚(治虫) 

先生にもちろん憧れていた時代があ 
った訳ですよね。 

つ If ええ、 そうですよ。もちろん 
手塚さんが僕の事を批判した訳では 
ないです。でも、その者の人達 
はね。 

-娱楽^ I !そのものにも質の高 

い、手塚作品のようなものも，もちろ 
んたくさんある訳で、それはそれで 
いい事なのにそのような漫画を「王 
道」だとか至上とする風潮はありま 


「この表札の前で I 枚」と笑ぅつげ先生 

表札には「水木ブロ•武良茂」とある 




















したからね。 

つげええ、それはありましたね。 
そこになものが出てくる訳で、 
やはりそれは打たれるといぅのは、 
どこの世界でもある事ですから。 

-手塚さん_身も、出られた寺 

はその当時の革新であった訳ですか 


つげそうです。そういう事は どの 
世界でも繰り返され てる 事です から。 
でも、当 jaW ? にと つては、それはや 
はり 辛い し 意欲 も無くなるし。だか 
ら 僕は水木さん のところでずつとア 
シス タントで、それで食えればいい 


やとい、つ気持ち：少夕少ヤヶみたいな 
気持ちもありましたね。 

-それで「初茸がり」の後一年 

位… 

つげ描かなかった、全く。 


「芸術」と言われて . 


•§ 401 羡中頃の「つげ薯ショック」。 

「読害人」「ぼるぶ^ ® J 、などの他、 
インテリ•知雄人からその評価は高ま つていつた。 
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—で、 また描き出したというの 
は、 この辺はやはり高野さんの…。 
つげ「_」の頃から高野さんは 
主！堂に入ってますよね。正確にい 
つからかは憶えてないのですけれど、 
高野さんに描く事を随分勧められま 
したね。 

-高野さんは以前お話を伺った 

時にーフアンとして作品をとにかく 
どんどん見たかった、とおっしゃっ 
てましたしね。 

つげ高野さんに会ってね、漫画の 
話を、考えてるスト—リーを話して、 
「面白い！」 とか言われると、 じゃあ 
描いてみようかなと い/っ 気になって。 
そうい、っ 意味 じゃ、 一年間 止めてい 
たのを再開したりしたのは、 きつと 
高野さんに勧められて、 とい/っ 事な 
んじゃないですかね。 

-そして再開してからのべ—ス 

がまた凄いですね。 

つげそう。多分溜ってたのかな あ。 

-この頃の作品というのは、迷 

いが無いというか、透き通ってます 
よね。評価も伴ってきて。ただ「ね 
じ式」をピークに「やなぎ屋主人」 
ではまた迷いが出て来るように思え 
るんですけれども。 

つげそうですね。あの頃は固人的 


に何かグラグラしちやつてて。その 
少し前ですか、蒸発したのは。そう 
いう自分の内面の 動きと いうのは あ 
の頃強かったですね。そういうのは、 
漫画にも現れるし、また漫画を描け 
なくなるくらい、何かこう悩ん 
かりいましたね。 

-それは、想像以上の反響の大 

きさというものの影響もあつたんで 
すか。 

つげいえ、それはあまり。僕は当 
時も評論されたりというのは、まあ 
それは嬉しいし、力づけにはなるん 
ですけど、当時から評論とかそうい 
うものにはあまり左右されないんじ 
やないかと。当時は自分が難しい評 
論が理解できなかったせいもあった 
んですけれど。 

-誉めてくれれば嬉しい、と。 

その程度ですか。 

つげええ、今も誉められてもけな 
されても、 まあ、あまり。 

-「芸術だ」と言われた事に関 

しては。 

つげそれはちょっと解らないです 
ね。芸術という言葉の意味もょく解 
らないし。一部の芸術という言葉す 
らも使わない人達もいますしね。ま 
あ、芸術という言葉のかわりに創作 
とか、表現とか別の言葉を使います 
けどね。何故、芸術とい/っ言葉を使 
わないかという意味も僕は知らない 
けれども。 

-自分の理解を越えたもの、あ 

るいは商業、 WHS に反するものを単純 
に「芸術」にカテゴラィズする向き 
もありますね。 

つげそうねえ、でもねえ、 j 般に 
は芸術もそうでないものも！^なん 
かないんだというような言われ方し 


てますよね。その辺も僕はよく解ら 
ないんですが。でもね、文学なんか 
ですと僕なりの i がつくんです よ。 
たとえば「小説現代」とか「才—ル 
読物」などストーリィ優先の小説は、 
最初の一 ( trm からどうしても読めな 
いんです。内容の問題ではなく文章 
そのものが読むのが苦痛なんです。 
ところが 純 文ですと スッと入れる。 
その違いは何なのか。文章力の差は 
ないと思うんですが、スト—リィ優 
先小説の文章にはリアリティがない 
んです。わずか一行でも読めない。 
なんか空疎で疑^: g な文章とい、 っ感 
じがするんですね。小説に関しては 
文章の違いで僕は区別していますね。 

-漫画とは違う表現だから解る 

んでしょうか。活字の分野の人が漫 
画を語る咬似たよ/っな事をよくお 
っしやる事があるんです。 全く駄目 
な絵柄と、すつ と 入れる^ と。 そ 
ういう方たちの多くがつげさんの作 
品にすうっと入って行って、感動す 
る。 で、これは芸術だ、 と 支持した 
訳ですよね。 

つげ自分の作品が芸術かどうかは 
解りませんけども、外部の人の見方 
からだと、全然別の見方なんだけれ 
ども、案^®確だとい、っ場合もある 
ことはありますよね。 

-つげさんのお話を伺つてると、 

まあ芸術という観念的な言葉は置い 
ておいて、創作とか表現についての、 
つげさんなりの「_」という もの 
が確固としてあるのでは、と思うの 
です が。 虚構の中の現実、というと 
使い古された言葉ですが、 リアリテ 
ィの無いものは駄目だ、と。で、小 
説の中でも リアリティ こそがその価 
値であると言われるのでし ようか。 
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つげええ、でもそのリアリティ、 
$らしさというのも問題で、例え 
ば WWK をありのまま描いてもリアリ 
ティのない場合もあつて、するとリ 
アリティとは何なのか。普遍性とい 
うことなのかも知れませんが、どう 

もそれだけでないような . 

でいう解脱の状態が疑似現実を超越 
したものとするならば、リアリティ 
いうのはそのへんに絡んでいるよう 
な……。なんか難しく考え過ぎるの 
かなァ。 

——宗教観というか、死生観とい 
うか、例えば「沼」なんかは読み手 
によつては^!!みたいなものを連想 
したり、そういつたものが既に萌芽 
としてあるような気がするのですね。 


で、それが「ゲンセンカン主人」に 
結実したような気がするのですが。 
つげそうですね。でもその辺はち 
よっと解説できませんね…ずいぶん 
昔の作品だし…。 

-「通夜」から一連の作品を描 

き連ねて、だんだん昇華していくみ 
たいな感じがしまして、「沼」から始 
まつて「ゲンセンカン」まではその 
過程であるように思えるのですが…。 
っげ「 

ゲンセンカン」は少し観念的になつ 
てしまつているところがあつて、そ 
れをもう少し具体的というか、柔ら 
かくしたのが「やなぎ屋主人」じや 
ないかと思うんです。その二作は関 
連しているんですよ。でも、まあ亡心 


れてしまってるんですけれどね 
(笑)。 

-ただ、「ゲンセンカン主人」が 

エンターテイメントの要素を持つの 
に比べて、「やなぎ屋主人」の方は余 
裕が無いような気がするんですが…。 
あれは短い時間で描かれたんですよ 
ね、霖堂が缶詰にして(笑)…。 
つげそうですね、旅館で。 

-その死生観といったところ 

では、水木さんのところにいらつし 
やった頃に、何か^4さんの、スコ 
ンと抜けたところに影響を受けたと 
か、そうい、っ事はなかったんですか。 
先程創作に関しては影響は受けなか 
った、との事でしたが。 

つげ処世術とかはやはり僕よりず 
っと年長ですから凄い人だなと思い 
ましたけれど、とてもマネできない 
ね(笑)。 

-その頃は精#:^な余裕という 

ものも、水木さんの手伝いをして、 
自分の作品もという感じですから、 
あったんですか。 

つげ！な余裕というんじやな 
いですけれども、…経済的な余裕で 
すかねえ(笑)、でも水木さんは当時 
の僕を見ると何か女定でフラフラ 
して定まらないように多分思つてい 
たんじやないかと思うんですけどね 

. でも水木さんと何か内面的な話 

とか、漫画の話とか一切した事ない 
ですね。 

-.まあ、やはり、その、「チー 

コ」の女性と 「 i 」 の女性と二〇 
年のサイクルで同じだった、という 
のでそういうお話を聞くと、やはり、 
この「復刻版ガロ増 PIT つげ義春 
SKj は必ず読まないといけないで 
すね！とか言って(笑)。 





パロ ディ作品の事など 

I ——「ねじ式」の人科医と「ゲ が、もしかするとつげさんの、母性 
ンセンカン主人」のおかみさんとい としての女性観を表しているのでは 
ぅのは、失礼な W 1： かも知れません ないか、と思ぅのですけれども .：.： 
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すから(笑)。で、やはり赤瀬川さん 
達は当時としては凄い1刖衛画家でも 
あるし、自分達とは全然レベルの違 
う人で難しい人だという風に思って 
ましたよね。だから「おざ式」なん 
か見ても、なかなか理解が及ばない 
というか。 

-でも赤瀬川さんの方は、つげ 

さんを「凄い」と思ったわけで、だ 
からこそあのような作品を描かれた 
わけですよね。 

つげ赤瀬川さんは当時一貫して M 


を支持してくれたから、個人的には 
凄く嬉しかったですけれども。 

——勝又進さんが「李さん一家」 
のパロディで、あの李さんが住み着 
いた家のその上の階がまたあって、 
実は古 01 T ヒルだった(赛、といぅの 
があるんですけど。 

っげへぇ。 

-つりたくにこさんだと「その 

後の李さん一家」という作品があつ 
て、先日高信太郎さんが言うには、 
つりたさんのはだ、と。ま 


あ、題名はつげさんの作品からなん 
ですが、独自の作品としても良い作 
品なんですが、つげさんはそぅいっ 
たパロディ作品についてはどぅ思わ 
れますか。 

つげつりたさんのその作品は4 
い出せないんですけれど。 

——作品の意味づけとか、評価と 
かそれは周りで盛んだったんですが* 
もうそれは勝手にやつてくれ、と。 
つげそうですね。 


つげいや、そうい、っ事は全然意識 
した事ないです。 

-「女性」と言つてしまうと単 

純に§としての女性と、男性から 
見た恋愛なり肉：®^を持つ対象と 
しての女性という二つのものを同じ 
にしてしまいますよね。母親として 
の女性、*#分©子でエディブス. 
コンプレックスなんていいますが、 
そちらの影響が強い人と、もちろん 
自分_身が主体となったその後の女 
性から影響を受ける人といるよ 
うですね。 

つげ自分は自分の母親からは何の 
影響も無いと思つてますね。 

-それはつげさんの作品を見て 

もよく分かりますね。「懐かしい人」 

の旅館の人、あの人が「ゲンセンカ 
ン」とか「ねじ式」の女性と同じで、 
あともう一つは「チーコ」の女性で 

. 。母親とく、自分の女 

性_とい/っ事になると、あの才力 
ッパの少女ですね、謎なのは。 

つげいやあ女性の事はやっぱり分 
からないから……何故僕の漫画と女 
性を強引に結び付けようとするの 

——じゃあ (§ …女性以外で謎 
だった事って何かあったんでしょう 

つげ当時ですか…。いや、当時は 
そんな、あまり謎とかそういうこと 
を思う事って無かったですけどね。 
やはり、当時も今も_わらず謎な 
のは「この現なんですよ。 

-赤瀬川(原平)さんに代表さ 

れるパロディ作品ですとか 、 NHK 
の「紅い花」ですとか、ちよつと時 
期がずれてるかも知れないですけど 
も、あの当時はつげさんは何をされ 


てたんですか。 

つげ赤瀬川さんがパロディを描い 
た時期というのは何時くらいなのか 
な、ええと……〇 
——七〇年頃ですね。 

つげうん、まあ赤瀬川さんの「お 
ざ式」ですか、まあ実はよく解らな 
かったんですがね(§、でも絵の描 
き方なんかも上手いんで、凄いなぁ 
1、と(寒。びつくりして見てまし 
たけれども、その、あの作品にどう 
いう意味があるのかとかは、あまり 
よく理解できなかったですねえ。…… 
ただ、赤瀬川さんは「おざ式」以外 
にも「桜画報」とかいろいろ描いて 
ますよね、それを見てひたすら「絵 
が上手だなぁ、やっぱり絵描きなん 
だなあ」といつも感心して見てまし 
たけれどね。 

-それでいて芥川賞も取られて 

…。 .：•： 先日赤瀬川さんにお目にか 
かって、その頃のお話を何とか知り 
たいと思って' 聞いたんですけれど 
も、当時は美学校の1でもつげさ 
んの絵の aw をやらせたりして、ど 
うして赤瀬川さんはつげさんにこだ 
わつたんですか、と。そうしたら「と 
にかく当時は凄かったんですよ。そ 
れだけ凄かったんですよ。」と。それ 
を繰り返されるばかりで、そんな簡 
単に言えるか、という感じでした 
(笑)。 

つげ赤瀬川さんとは個人的に、最 
近は会ってないですけれども、当時 
何回か会って、でもそういうような 
話は出たこともないですし、赤瀬川 
さんがガロに描くだいぶ前に知り合 
ってましたし、石子さんを通して。 
でも親しい話はあまりなかったです。 
大体僕は今よりもずと無口だったで 
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「ガロだけで食える」のが I 番いい事 


-だから、つげさんくらいそぅ 

いった周りの掌な思い込みの多い 
人はいないんじやないでしようか。 
つげさんが漫画を芸術まで持ち上げ 
た、と言われますけど、それ以降「芸 


術」と言われるよぅな：^は悲吊に 
稀なんじやないか、と。確かに漫画 
の®は広がり、巨大化しましたが、 
そうなればなる程増えていくのは安 
易な、決まり切った手法の娱楽だけ 


つげただねえ、難しいのはそうい 
う芸術風の作風の：か、その道 
で頑張ろうと思っても、生活が出来 
ないという事で、これが一番問題だ 
と思うんですよ。^^はそういう作 
品を描きたいと思っても、経済的な 
事情でだんだん娱楽的な仕事を、と 
いう人がいると思うんですよ。 
そういう人達は、僕は惜しいな、勿 
§いな、と思、っんですけれども、 
まあそれはやむを得ないことですか 
ね。 

——ガロでデビューして、他の維 
誌で経済的なところを確保して、溜 
つたフラストレーシヨンをたまにガ 
口で、という事は今に至るまでずつ 


と変わらないパタ—ンです。 

つげええ、自分も最初はそうだっ 
たわけでもあるので、^4プロで生 
活の支えをして、ガロで好きなよう 
に描くと、そういう形以外に未だに 
g が無いですよね。僕も水木さん 
のところで仕事をする機会がなかつ 
たとしますと、ガロだけじや食えな 
いから当然食うための方向へ流され 
て行ったかも知れないですよね。 

-じやあやはりガロだけで食え 

る、というのが一番いい事ですよね。 
つげそりゃ、それが一番いい事で 
すよ。 

-頑張ります。 


0を 

「生活者」としての視点から 


——つげさんが一連の作品を発表 
された後、それと平行する形で f 
運動が盛り上がってきて、七 
保というピークを迎える訳なんです 
けれども、その中でつげさんの作品 
が主に左翼系の重に支持されて、 
まあ「カムイ伝」と列ぶような存在 
になっていくような状況があった訳 
ですが、つげさんはその頃ご€で 
したか。 

つげ全然知らなかったです。…… 
今でも、それは信じられないんです 
よ。 i に支持されていたのか、周 
りのの人達がそうい、つ事を書 
くからそうだつたのかな、と思うだ 
けで、自分に直接そういつた継と- 
いうか、 反応は無かったですから。 


い古された事なんですけれども、当 
時高度経済成長のただ中で、階級闘 
争なんて言葉が運 i に使われてい 
た時代ですよね、その中でつげさん 
は一貫して庶民というか、報われな 
いというか、そういう人々を主人公 
に作品を描き連ねた。それは何か意 
識して、とい、っ事ではない、と。 
つげただ自然とそうなっただけで、 
社44 S •政治的な事柄は直®^が 
ないような作品が多いと思うんです 
けれど、それは、当時自分はと 
かそうい、っ社4^な事に目が向かな 
かったから。目が向いていればきっ 
と題材に使ったと思うんですけれど 
も。……心無かったですねえ。 
そういう意味では無学無知な人間で、 


だから、どぅにも未だに信じられな 自分の事にしか関心無かったんです 
い気持ちなんです。 よ。 


5 f f し 


r ， ハ、3’宇 e こ 


の^！!です。せっかくつげさんが漫 
画の可_を切り開いたのに誰もそ 
の i かない。私小^という_ 
でいえばやまだ紫さんとい、っ優れた 
:^も出ましたが。 

つげいやあ、でもガロの：^の人 
には他にも結るじやないですか。 
つげ忠男とか、菅野修とか、：^一 
とか、他にもまだまだ。 

-皆さんほとんどコマー シャリ 

ズムから外れてますね ( g 。 
つげええ、そういう意味じや娱楽 
物 バンバン 描く人達じやないから…… 
まあそういう人達は僕も好きな人達 
なんですけども。 

—娱楽漫画として 一# S れたも 
のというのは、やはり手塚治虫さん 
だ、と。 

つげええ、特に若い頃はやはりそ 
う思ってましたね。途中で手塚さん 
の作品は読まなくなつてしまうんで 
すが。というのは、自分の興味が娯 
楽漫画から離れていったものですか 
ら。今でも手塚さんだけじやなく、 
やっぱり娱楽漫画には興味無いです。 
その程度なら自分でも描けちや、っ、 

と思ってしまつたりするものですか 
ら。 

-後継はやはりガロで、という 

お気持ちですか。 

つげガロの「芸術派」というと変 
ですが、そういう人達の作品は一番 
興味がありますね。 

-でも、つげさんが苦労して創 

ってきた表現の_を踏襲するだけ 
じや革新にならないですよね。八產 
はつげさんを打ち破るような新人が 
出るか、出ないか。それも、鼻息荒 
く 「芸術！」 と言う馬鹿じやなくて、 
フデ S - ,\/ o C 。 
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ついて言うには、_運動をやれた 
人、とにかく今と違い、当時大学と 
いう！に「進めた」人という 
のは学問を極めに行った訳で、少な 
くとも頭脳的にも経_にも余裕が 
あった。だから階級とか、そういっ 
た事まで考えられた。しかし、世間 
一般の人はあくまでも自分の生活が 
第一であった訳だ、と。まあこれは 
ずいぶんと当時運動されていた人達 
には失礼な見方だと思いますが 
(笑)。 

つげただ、確かに自分の身の回り 
の生活が第一だったのは WK ですね。 
当時はそういう外部の事に目を向け 
る余裕なんてなかったですねえ。 

-だから結局庶民とはほど遠い 

世界の「運動」であって、逆にブル 
ジョア的だったりして(笑)。これは 
冗談ですが、とにかくつげさんの場 
合は作品を作る上での視点も、当然 
自分の生活からの視点になる訳であ 

って。 

つげそう、やはり g 分の狭い範囲 
内で描く、そういう風だったと思い 
ます0 

-そういう、1運§たちがつ 

げさんの作品をイデオロギー的に結 
び付けて支持した、という図式は面 
白いですね。…つげさんの作品の登 
場人物の性格は、 f に生活に根差 
していて、人物一人一人の生活感が 
浮かび上がってくると思うんです。 
例えば「李さん一家」なんてその白 
眉であるわけですよね、やはりご自 
身では「生活」を描こうという意識 
というのは……0 

つげいや、特にそう_覚して、と 
いう事は全然ないんですよ。 f に 
*K k 、. rm 矢？こ。 


-自然と興味の対象がそういう 

事に、という事ですか。 

つげそうですね。 

-先程からのお話で一貫してま 

すよね。何か「こう描こう」とか「こ 
、っいうのを狙って」という意識が先 
立ってある訳ではない。ましてご自 
分で「芸術」という事を宣言する事 
など全く考えない。「芸術」とい、っ話 
に戻って恐縮なんですが、自分の興 
味ある事柄をただ純粋に表現し、創 
作する ことに 腐心する、と。それが、 
外部から「芸術」と言われる所以の 
ような気がするんです。「俺は芸術 
家だ」とか「芸術やつてる」と自ら 
宣う人に真の芸集無し、みたいな。 
よく芸術と言われる、職人芸の世界 
がそうですよね。人から何と言わて 
るか知らない、でも自分はただこれ 
をやつているだけだ、という：.。 

つげいやあ、こんな分け方もおか 
しいと思うけれども、_分はどちら 
かというと割りと職人的なのじやな 
いか、と思ってるんですよ。 

——「長八」ですか(笑)。 

つげうん(笑)。 

-近況を伺いたいのですが、以 

前お話を伺った時には最近は題材が、 
いいアイディアがない、とおつしや 
てましたけども。 

つげ今は漫画の事を考える時間が 
あまり無いんですね。やはり、チョ 
コチョコと忙しくて。しよつちゆう 
人に会ってますね。そうすると、落 
ち着いてストーリ—に専念するとい 
う時間が実際に無いのですよ。それ 
はもう、この一年くらいそんな感じ 
ですね。 

-旅の方は…。 


つげ旅もほとんどしていません。 
大体家にいます。人に会って、何ら 
かの仕事で会うわけですから、また 
それを自宅で考えて。…例えば若木 
晝房から昔の貸本時代の復刻版が出 
るで しよ。 そうすると、その人とし 
よっちゅう会って内容を確認し合っ 
た後で、家でその事を考えたり、そ 
ういう事に時間を皆取られてしまう 
感じで。 

-お時間が、というお話の後で 

恐縮なんですが、ぜひガロに*&を 
お願いします。 

つげええ、僕自身ももう人に会っ 
たりするのはどうも。創作に専念し 
たいと思ってます。でもどうしても 
断れないというようなことが結構あ 
って。 

-息子さん、正助さんが結構絵 

が お 上手と言う事です から、 水木プ 
口というか赤目プロ s というか、 
つげさんがストーリーを出して正助 
さんが絵を、なんて事を ( S …ま 
た今回も、を熱望する！という 
事で 〆 めさせて頂きます。今日は本 
当に長い時間、ありがとうございま 
した。 


■収録一九九二年四月三日 
調 f 深大寺にて 
■聞き手山中潤 

白取千夏雄(本誌) 
小«利光 
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つげ義春のマンガについては前に何 
度か書いた。書くのが難しかった S 
がある。 

何故かと想い出してみると、つげ義 
春のマンガが面白いからだ。 

というと単純だが、音口葉というのは 
元来、面白いことを書くのが難しいも 
ので、つまらないということを書く方 
が易しいのである。 

あんなのはダメだ、あいつはバカだ、 
というようなときには言葉がいくらで 
も出てくる。反対に、あれはいい、あ 
の人は素晴しい、というようなときは、 
それを一こと®!つておしまいである。 
いいもんだから言葉が出てこない。 

人間というのはどうも_悪に出来 
ているらしい。というより言葉がそも 
そも i 悪なのか。 

という原理はあるのだけど、それだ 
けでなく、つげ義春のマンガの面白さ 
というのが、とくにまた人間の言葉に 
なり難いところをプスツ、プスツと刺 
し貫いているので、心では ピーンとき 


ながらも、その面白さを人に向かって 
伝えにくいのである。 

だからパロディを描いてしまうのだ 
ろう。 

パロディを描くほかはないのである。 

私も「おざ式」というパロディを描 
いた。もうだいぶ前のことだ。 

「ねじ式」というマンガが面白くて、 
その面白さを言葉にしにくくてもじも 
じしているうちにパロデイとなつてし 
まうのである。 

なぜ「おざ 式」 かというと、その前 
に自分で「お座敷」というマンガを描 
いていて、それのパロディでもあるわ 
けで、一つのマンガで二つのパロディ 
で トクしたと 喜ぶ ところは、 自分で も 
貧乏性だと思う。 _ 

それはともかく、その i 刖に私は「李 
さん一家」のパロデイも描いている。 

そもそもつげ義春のマンガに引きつ 
けられたのは、私の場合は「李さん一 
家」が最初だった。「ガロ」誌上でたま 
たま読んで、あっけにとられて、その 
面白さを人に言いたくてたまらない。 
だけど言いようがない。言ってはおし 
まいという こと もあり、どうしても e 
えたい友人には、その友人を本屋に連 
れて行ってその「ガロ」を見せた。そ 
うすると友人は店頭でそれを読んでい 
きながら、読み終わってからあっけに 
とられる。自分と同じ体験をしている。 
それを確認してから、 








というだけでいい。それしか方法が 
なかった。それを言葉で言おうとする 
と、どんどん理屈になる。むかしは理 


屈の輝いていた時代もあって、私もち 
よっ と理屈にかぶれたりしたが、いま 
はもう飽きた。 

理屈の ことは ともかく、そういう、 
面白いけどそれを言葉にしにくい、と 
いいはみんな同じらしくて、つげ 
義春のマンガはたくさんのパロデイを 
生ませたのだと思う。とにかくあの こ 
ろたくさん出た。 

ほかに類例がないのではないか。 

などと理屈をつけて、私はつげ義春 
のパロデイを描いたことを正当化しよ 
うとしているわけだが、そういうこと 
つてあるのである。 

いろいろ出ましたね、つげ義春のパ 
ロディは。 

もつとも、 あのころはパロデイが勢 
いづいていた時代だつた、ということ 
もある。パロデイというのはやりはじ 
めが面白いもので、パロディがパロデ 
イとして認められるとつまらなくなる。 

あのころはそういうふうだから、私 
もパロディに勢いづいていた。それは 
つまり、論理的な批評ではなくて、表 
現による批評というか、それの出来る 
ことが面白くて盛んにパロディをやっ 
ていたのだ。人々の批評力のいちばん 
活気のあつた時代じやないだろうか。 

たしかつげ義春のマンガの中にもパ 
ロデイ的な要素が ちらつと 出てきたよ 


うな S がある。つげ義春のマンガに 
つげ忠男のマンガのパロディがちらっ 
とあった。あるいはその逆だったか。 

いや双方に ちらちらと 出ていたのでは 
なかったかな。 

そういえばその後「美学校」という 
ところで、たちにつげ義春のマン 
ガの^^をさせた。ただの S ではつ 
まらないので、李さん一家とねじ式を 
組ムロわせたり、魚にゲンセンカン 
主人が出てきたり、そういうことをそ 
そのかして、私自身はその疑似パロデ 
ィを見て歩いて楽しんでいたものであ 
る。 

しかしこういうことが 可能な の も、 

つげ義春のマンガの登場人物というの © 
が、じつにリアリティがあるというか、 
SR な印刷みたいに、見たものの心に 
くっきり焼きついてしまうからである。 
人物だけでなく、一つの物や光景、一 
つの場面というのがくっきり焼きつい 
て、心の中のパズルの、言葉の埋まら 
なかった穴にそのままぴたつとはまる 
というか、固く審するというか、だ 
からパロディも可能となるのである。 
であるかどうか、そうだと思う。富士 
山とか天皇とか、そういうものは長い 
歴史をもって私たちの心に審してい 
るものだけど、いま描いたものがそれ 
に匹敵するというのは大変なことだと 
夢っ。 
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【特典】ご注文いだだいだお客様には、つげ義春自筆の 
サイン色紙をプレゼントいだします。 

(限定販売•番号入り）完全限定550部 

※限定販売につき、お早めにお申し込みください。お申し込みいだだいだ方には、 
詳細カラーバンフレツトと郵便振替用紙をお送りします。ご送金をもつて注文 
成立、限定番号はご入金順にお知らせいだします。 

♦本書は、直接購読の商品ですので、書店では取り扱っておりません。 


完全復刻版 

国園闼团圏面 E 3 Q 


お申し込み_ 

受付開始4月 yl 日 s 






岩瀬瀑本温泉 

フォ KX ツチング，アクアチント 
(雁皮刷り） 

限 定 *500 部 

窗面サイズ*] 65 x 255 ミリ 

紙汰彳ズ•跎5乂325ミリ 

紙 質 々 BFK リーブ 

価 格 •¥ 18,000 

(復刻版月刊カロ谱刊号つけ義、舂特寒が付 

いています。) 


株式会社青林愛 




夢の散歩 ねじ式 わ 

リトグラフ (35 色） シルクス之リ：^ボスタ— ' 

限 定部 限 定*300部 

画固サイズ* 300 X 4]0 ミリ 画面サイズ W 50 X 605 ミリ 

紙サイズ *400 x 520 ミリ 紙サイズ场778父|〇30ミリ 

紙 質•ベラン*アルシュ 紙 質 aFK リーブ 

価 _ 格*¥58,000 _ 価 格 •¥38,000 

#お申し込み • お問い合せは、電話*葉書 • FAX いずれでも結構です。 

各商品とも限定数がございますのでお早めに/ 

m 販売/〒〗5〗東京都渋谷区初台〗” 47-〗小田急西新宿ビル 4 F 
TEL. 03-3299-045 g FAX .03-3 e 99-0460 

JSSHi 株式会社ツァイト 








◎この四 nr - K ^ r 京轉 i などの 
度の a ® とも V 'え6露培な条例整につい V 


を356条例の^4^が蠢した。 

いぅ立場からこれら一违の動きを見つめてきた、. KS 3 T 市の n ミツ々 


『コミック規制の卜 U 



南端利晴 

roshinaru Mtnaminata 

コミックに見られる性表現を行き過き 
として、 法に よる®^をしようと い 
力が台頭してきたおかげで、コミッ 
ク とそれ に_ する人達は、 ずいぶん 非 
生産的なエネルギーを費やす羽目になっ 
てしまつた。 

S が政治的なニュアンスを帯びるよ 
うにな って 以来 一^^り。 この 四月か 
らはウチの店(まんが専門店)のあ kH < 
阪府でも、改定された青少年健全育成条 
例が@订され、1三万円は三十万円に 
なり、おまけに条例違反になるかならな 
いか、毎朝入荷する本や雑； lit の S をチ 
エックするのもあんたの仕事だよ、とい 
まで背負わされてしまつた。 S 足 

都 もまた この四月か集例を肇したが、 
大阪よりやや荷の軽い内容になってはい 
るものの、5^^を求める側は、この勢い 
で国会に持ち込み、全国一斉の法湯を 
実現したい#1:^5てていないようだ。 

性表現なんてあってあたりまえ、古ムフ 
東西ソフトであろうがハードであろうが、 
子どもであろうがオトナであろうが、自 
主_するかしないかは読み手の側の問 
題であり、読み手の gig や選択が心もと 


なければ、保でも女房でも介入すれ 

ばいいことじやないか-といつた意 

見はこの間、意見としては聞かれたが、 
条例改定をめぐる攻防のなかでは# R だ 

った。 

汚れた空気は体に悪いとばかりに、草 
の® W 動のパロディょろしくコミックの 
浄化を叫んだ人達が t 判で押したょぅ 
にコミックを HB 7 C む"のではなく M る" 
立場で^一：を続けることのナンセンスを 
35^する声 も あったが、これ も マスコミ 

が滅ませる"努を持たず M 

せる" ことに^: S するしかなかつたとい 
ぅ罠を振りほどくまでの力は^#;できな 
かった。 

_の対象とされる年轉つま^4•八 
WK * の読者を园にとっての「見ない、 
読まない、読ませない」ついでに意見も 
聞かない、喋らせないといった" 

のありかたに対する クレー ムも出てきた 
が二寝生と小董の違いを明でき 
ない立場であったために、これも M 霞の 
歯車をかみ合わせるには至らず、押しき 
られてし まつた。 

そしてなにより、サイドを勢 
いづかせてしまつたのは、^®の"たか 
がコミック"認識だつたのだが、ここで 
は表現者サイド(まんが家に限らない) 


の最が、かみ合わない不毛の； 一! 靨にわ 
ざわざ乗り出していくことを1としな 
かった(あたりまえだ)ことから、作り 
手と読み手という「当*#」抜きのまど 
ろっこしい、ピントのずれた_をやす 
やすと許してしまうことになった。 

このょうに、全国 i の条例改定に至 
るプロセスは、虚を衝かれ、社の 
「非」4^11が罷り通り、罠にはまり、時 
期を失するという、対側にとって 
は踏んだり蹴ったりのものだった。それ 
でいて、に t 力"はつきもの。出版 
界の対応の混乱も、大手がどうしたこう 
したといった W ® 的な i 認識が、さら 
なる業界の混乱につながりかねず、ここ 
では皮肉なことながら、®®±1力の強さ 
が： SW を_させたょうなフシもないで 
はなかった。 

信じられないくらいにシンプルな_ 
圧力。それに対して、表面上 i な利害 
のである_界と、 iW 口にはなじ 
まない表現考そして「青少年」の名の 
もとに封じ込められた読考こうして出 
¥がった新しい_条例に「コミック」 
の文字がひとこともないことを知つてお 
く必要がある。この条例はハナから 
物すべてに適用される«〇これが、 

_力が： idSS んだ最も大きなトリックだ 
といえる。 さらにもう ひとつトリックが 
ある。条例が取り締まる対象は WS に 
は作品ではなく「書店」だということだ。 
書® 力 働の現場における不 s 力を利用 


して1冗を封じそのことによって_ 
KS 、 表®®い込んでいく。青少 
年健条例によって_された作品 
は"青^-"だけでなく、十八才以上の 
人達の目の前からも消えていくことにな 
るケースが多い。ここに至って書店の責 
任は決して軽いものではないが、誰に対 
しての、何に対しての1を優先して考 
えるのかの、個々の店の pis を統一する 
ことはできない。_的状況として、書 
店の手で表現にダメージを与えることに 
なってしまう。^*のキヤパシティの大 
きい惠足部大阪府、京_といつたと 
ころで、条例 i が強く押し進められた 
理由はこうしたトリックの実効をあげる 
ためだ。 

本屋のおやじという単なる黒子でいて I 
こうした S に煩わされ対応しなければ 
ならないことは、最初に言つたように、 
まった^産的だ。しかし、界 
大方の例にもれず「そうも言ってられな 

い」 という 認識からでも、表現- 33® 

— I — 111店一体の力は 
必要 だと 考える。 ここまで、 いかに負け 
てきたかを理解し、1が次の段階に向 
かう ことを、 あるいは条 i 用の®^の 
阻止を計る ことは 蠢だろう。いま、石 
ノ森_1 を 代表に、そうした活動に 
踏み込んだ「コミック表現の自由を守る 
会」に世！ JSK の ひとりと して参してい 
る。 

(わんだ〜らんど店主： 













